


 

2  

こ の 意 見 書 を よ り ご 理 解 頂 く た め 、 冒 頭 に 私 の 経 歴 を ご 説 明 し ま す 。  

私 は 東 京 大 学 卒 業 後 、 当 時 の 自 治 省 に 入 り ま し た 。 選 挙 担 当 大 臣 官

房 審 議 官 を 半 年 間 務 め た 後 、 1 9 9 9 年 か ら 2 年 間 、 自 治 省 選 挙 部 長

を 務 め 、 公 職 選 挙 法 を 担 当 し ま し た 。  こ の 2 年 間 は 、 衆 参 両 院 議 員

選 挙 か ら 知 事 選 挙 等 の 地 方 選 挙 も 含 め た 選 挙 の 責 任 者 と し て 実 務 を 担

う と と も に 、 選 挙 制 度 に 関 わ る 企 画 、 立 案 に 携 わ り ま し た 。  2 0 0 1 年 に

総 務 省 を 退 職 し 、  2 0 0 3 年 か ら 2 0 1 8 年 ま で 早 稲 田 大 学 教 授 と し て 、

地 方 自 治 や 選 挙 制 度 の 教 育 ・ 研 究 に 携 わ り ま し た 。 2 0 1 7 年 、 弁 護 士

登 録 を し 、 現 在 、 虎 ノ 門 法 律 経 済 事 務 所 に 所 属 し て い ま す 。   

こ の 意 見 書 で は 、 自 治 省 選 挙 部 長 の 経 験 も 踏 ま え て 、 選 挙 の 実 務 や

公 職 選 挙 法 の 解 釈 に 関 し て 、 下 記 の と お り 意 見 を 申 し 述 べ ま す 。  

 

記  

 

第 １  罪 刑 法 定 主 義 と 公 職 選 挙 法 の 解 釈  

 1 . 1  罪 刑 法 定 主 義  

公 職 選 挙 法 は 、 第 1 6 章 （ 罰 則 ） に お い て 、 本 件 訴 訟 で 問 題 と な っ

て い る 事 前 運 動 禁 止 違 反 の 罪 （ 同 法 2 3 9 条 1 項 ） を 含 む 各 種 の 選 挙

犯 罪 に つ い て 規 定 し 、 「 実 質 的 意 義 に お け る 刑 法 」 （ 「 特 別 刑 法 」 ） と

し て の 性 格 を 有 し て い る 。  

し た が っ て 、 こ れ ら の 選 挙 犯 罪 に つ い て も 、 刑 法 の 基 本 原 則 で あ る

罪 刑 法 定 主 義 が 貫 徹 さ れ な け れ ば な ら な い （ 公 職 選 挙 法 に よ る 選 挙 運

動 の 制 約 が 罪 刑 法 定 主 義 、 表 現 の 自 由 の 観 点 か ら 違 憲 で あ る こ と に つ

い て は 、 後 述 ） 。  
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憲 法 3 1 条 及 び 3 9  条 前 段 の 規 定 は 、 「 適 正 手 続 の 保 障 」 と 「 事 後

法 の 禁 止 」 に よ っ て 罪 刑 法 定 主 義 を 宣 言 し た も の で あ る （ 板 倉 『 刑 法 』

P . ３ ６ ） 。  

罪 刑 法 定 主 義 の 要 請 か ら 、 犯 罪 と 刑 罰 は 法 律 に よ っ て 明 確 に 定 め ら

れ な け れ ば な ら ず ( 明 確 性 の 原 則 ) 、 明 確 性 を 欠 く 刑 罰 法 規 は 憲 法 3 1

条 に 違 反 す る （ 同 書 P . 4 2 ）  

さ ら に 、 「 類 推 解 釈 」 も 許 さ れ な い 。 「 類 推 解 釈 」 と は 、 法 規 が 本 来 予

定 す る 範 囲 を 超 え 、 法 規 に 規 定 の な い 事 実 に 対 し て そ の 適 用 を 認 め 、

い わ ば 新 た な 法 を 想 像 す る 解 釈 で あ る 」 （ 同 書 P . 4 9 ） 。  

 

 1 . 2  明 確 性 の 原 則 と 「 事 前 運 動 禁 止 違 反 の 罪 」 の 構 成 要 件  

   徳 島 市 公 安 条 例 事 件 の 最 高 裁 判 決 （ 1 9 7 5 年 9 月 1 0 日 ） も 、 「 刑

罰 法 規 の 定 め る 犯 罪 構 成 要 件 が あ い ま い 不 明 確 の ゆ え に 憲 法 3 1 条

に 違 反 し 無 効 で あ る と さ れ る の は 、 そ の 規 定 が 通 常 の 判 断 能 力 を 有 す

る 一 般 人 に 対 し て 、 禁 止 さ れ る 行 為 と そ う で な い 行 為 と を 識 別 す る た

め の 基 準 を 示 す と こ ろ が な く 、 そ の た め 、 そ の 適 用 を 受 け る 国 民 に 対

し て 刑 罰 の 対 象 と な る 行 為 を あ ら か じ め 告 知 す る 機 能 を 果 た さ ず 、 ま

た 、 そ の 運 用 が こ れ を 適 用 す る 国 又 は 地 方 公 共 団 体 の 機 関 の 主 観 的

判 断 に ゆ だ ね ら れ て 恣 意 に 流 れ る 等 、 重 大 な 弊 害 を 生 ず る か ら で あ

る 」 と し て い る 。  

 （ 犯 罪 ） 「 構 成 要 件 」 は 、 一 般 的 ・ 抽 象 的 に 、 違 法 ・ 有 責 と 認 め ら れ る

行 為 の 型 （ 犯 罪 定 型 ） を 定 め 、 こ れ に 該 当 し な い 行 為 は 、 い か に 違 法 ・

有 責 で あ っ て も 犯 罪 と は な ら な い 。 そ れ に よ り 、 「 犯 罪 と な る か ど う か の

限 界 を 明 確 に し て 、 刑 罰 の 恣 意 的 な 発 動 に よ っ て 、 犯 人 を 含 め て 国 民
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の 人 権 を 侵 害 し な い よ う 」 要 請 す る 罪 刑 法 定 主 義 の 原 則 を 実 現 し よ う と

す る も の で あ る （ 板 倉 前 掲 書 P . ８ ８ 参 照 ） 。  

加 え て 、 公 職 選 挙 法 の 選 挙 犯 罪 に つ い て は 、 刑 罰 が 科 せ ら れ る の み

な ら ず 、 そ れ に 加 え て 、 一 定 の 期 間 、 選 挙 権 ・ 被 選 挙 権 が 停 止 さ れ 、 停

止 期 間 中 は 投 票 す る こ と も 立 候 補 す る こ と も で き な く な る の で あ る か ら 、

な お さ ら 、 「 構 成 要 件 」 が 明 確 で あ る こ と と そ の 該 当 性 の 判 断 が 適 正 で あ

る こ と が 求 め ら れ る 。  

で は 、 事 前 運 動 禁 止 違 反 の 罪 の 「 構 成 要 件 」 は 、 何 で あ ろ う か 。 公 職

選 挙 法 2 3 9 条 1 項 は 、 「 同 法 1 2 9 条 の 規 定 に 違 反 し て 選 挙 運 動 を し

た 者 は 、 １ 年 以 下 の 禁 錮 又 は 3 0 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 」 旨 、 規 定 す

る 。 そ し て 、 同 1 2 9 条 で は 、 「 選 挙 運 動 は 、 各 選 挙 に つ き 、 そ れ ぞ れ 、

候 補 者 の 届 出 、 衆 議 院 名 簿 の 届 出 等 の あ つ た 日 か ら 当 該 選 挙 の 期 日 の

前 日 ま で で な け れ ば 、 す る こ と が で き な い 」 旨 、 規 定 す る の み で あ り 、

「 選 挙 運 動 」 そ の も の に つ い て は 何 ら の 定 義 も 示 し て い な い 。  

本 件 訴 訟 で 焦 点 と な っ て い る 「 ポ ス タ ー や ボ ラ ン テ ィ ア 、 カ ン パ 、 選

挙 は が き の 宛 名 書 き 」 な ど の 協 力 依 頼 に 関 し て も 、 こ れ を 犯 罪 と す る 旨

の 明 文 の 規 定 は 一 切 な い 。  

 

1 . 3  「 選 挙 運 動 」   

 「 選 挙 運 動 」 と は 何 か に つ い て 、 選 挙 実 務 に お い て は 、 次 の よ う に 、 解

さ れ て き た 。  

す な わ ち 、 「 選 挙 運 動 」 と は 、 「 特 定 の 選 挙 に つ い て 、 特 定 の 候 補 者 の

当 選 を 目 的 と し て 、 （ 衆 議 院 比 例 代 表 選 出 議 員 又 は 参 議 院 比 例 代 表 選

出 議 員 選 挙 に お い て は 特 定 の 政 党 等 に 所 属 す る 候 補 者 の 全 部 又 は 一 部
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の 当 選 を 目 的 と し て 、 当 該 政 党 等 に 対 す る )  投 票 を 得 又 は 得 さ せ る た め

に 直 接 又 は 間 接 に 必 要 か つ 有 利 な 行 為 」 と さ れ る （ 黒 瀬 敏 文 ・ 笠 置 隆 範

『 逐 条 解 説  公 職 選 挙 法 』 P . １ ０ ５ ９ ～ ） 。 な お 、 黒 瀬 敏 文 氏 は 元 総 務 省

選 挙 部 選 挙 課 長 、 笠 置 隆 範 氏 は 現 同 省 選 挙 部 長 で あ る 。  

同 書 に よ れ ば 、 こ れ は 、 最 高 裁 判 決 （ 1 9 7 7 年 2 月 2 4 日 ） の 「 公 職

選 挙 法 に お け る 選 挙 運 動 と は 、 特 定 の 公 職 選 挙 に つ き 、  特 定 の 立 候 補

者 又 は 立 候 補 予 定 者 に 当 選 を 得 さ せ る た め 投 票 を 得 若 し く は 得 さ せ る 目

的 を も っ て 、 直 接 又 は 間 接 に 必 要 か つ 有 利 な 斡 旋 、 勧 誘 そ の 他 諸 般 の

行 為 を す る こ と を い う も の で あ る と 解 す る べ き で あ る 」 等 の 定 義 に 従 っ た

も の と さ れ て い る （ 同 上 ） 。  

 し か し 、 こ の 「 選 挙 運 動 」 の 定 義 は 、 上 述 の 構 成 要 件 と し て の 明 確 性

か ら い っ て 、 極 め て 問 題 の あ る 定 義 で あ る 。  

な ぜ な ら 、 従 来 か ら 「 選 挙 運 動 」 に は 当 た ら な い と さ れ て き た 「 立 候 補

準 備 行 為 」 及 び 「 選 挙 運 動 の 準 備 行 為 」 （ 後 述 ） が こ の 定 義 中 の 「 間 接 に

必 要 か つ 有 利 な 行 為 」 に 明 ら か に 該 当 す る か ら で あ る 。 つ ま り 、 上 の 定

義 は 、 公 職 選 挙 法 上 禁 止 さ れ な い 「 立 候 補 準 備 行 為 」 や 「 選 挙 運 動 の 準

備 行 為 」 を 含 ん だ 定 義 で あ っ て 、 と て も ま っ と う な 構 成 要 件 と は 評 価 で き

な い 。  

な お 、 こ こ で 一 言 す れ ば 、 以 上 の 解 釈 は 、 あ く ま で 、 一 般 論 と し て の 解

釈 で あ り 、 具 体 的 な 行 為 が 選 挙 犯 罪 に あ た る か ど う か の 判 断 は 、 司 法 当

局 （ 最 終 的 に は 裁 判 所 ） の 専 権 で あ る 。 つ ま り 、 現 在 の 公 職 選 挙 法 に よ

る 選 挙 犯 罪 に 該 当 す る か ど う か は 、 そ の 構 成 要 件 の あ い ま い さ 等 に よ

り 、 事 前 に 第 三 者 が 判 断 す る こ と は 出 来 ず 、 摘 発 さ れ 、 裁 判 所 で 有 罪 か

ど う か の 判 断 が 出 る ま で は 、 ほ と ん ど 予 測 不 可 能 で あ る と い え る 。  
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筆 者 も 、 自 治 省 選 挙 部 長 当 時 、 政 治 家 等 の 問 い 合 わ せ に 対 し て は 、

な る べ く 断 言 し な い よ う に し て い た 。 と い う よ り は 、 現 行 公 職 選 挙 法 の あ

い ま い な 規 定 の 下 で は 、 断 言 で き な い こ と が 多 か っ た の で あ る 。  

 

1 . 4 「 立 候 補 準 備 行 為 」 等 と 「 選 挙 運 動 」 の 定 義 と の 矛 盾  

上 記 『 逐 条 解 説  公 職 選 挙 法 』 に よ れ ば 、 「 判 例 、 通 説 も 純 然 た る 立

候 補 準 備 行 為 、 選 挙 運 動 準 備 行 為 は 、 選 挙 運 動 と 区 別 さ れ る べ き も の で

あ り 、 こ の よ う な 行 為 ま で 選 挙 運 動 の 概 念 に 包 含 す る も の で は な い と し て

い る 」 （ 同 書 P . 1 0 6 1 ・ 1 0 6 2 ） 。  

そ し て 、 「 立 候 補 準 備 行 為 」 に つ い て 、 「 立 候 補 の 届 出 を す る ま で に

は 、 そ の 準 備 的 な 行 為 を 必 要 と す る 。 間 接 的 に で は あ る が 特 定 の 候 補 者

の 当 選 を 有 利 な ら し め る 行 為 で あ る こ と に は 相 違 な い の で あ る か ら 、 前

述 の 判 例 ( 昭  ３ ． １ ． ２ ４ 大 審 院 ) に い う 選 挙 運 動 に 関 す る 定 義 に 文 理 的

に は 該 当 す る の で あ る が 、 立 候 補 準 備 行 為 は 、 特 定 の 候 補 者 の 当 選 を

得 る た め に 選 挙 人 に 働 き か け る 行 為 で は な く 、 む し ろ 、 候 補 者 及 び そ の

支 持 者 の グ ル ー プ 内 で の 内 部 行 為 及 び 選 挙 運 動 着 手 前 の 手 続 的 な 行 為

と み る べ き も の で あ っ て 、 本 条 は 、 立 補 準 備 行 為 ま で 禁 止 す る 趣 旨 で は

な い と 解 さ れ る 」 （ 下 線 は 筆 者 ） と す る （ 同 書 P . 1 0 6 4 ・ 1 0 6 5 ） 。 ま た 、

「 選 挙 運 動 の 準 備 行 為 」 に つ い て も 、 「 一 般 選 挙 人 に 対 し て 働 き か け る も

の で な く 、 単 に 選 挙 運 動 に 従 事 す る 者 の 内 部 的 な 準 備 行 為 に と ど ま る 限

り 、 こ れ ら の 行 為 を 立 候 補 の 届 出 前 に 行 っ て も 事 前 運 動 の 禁 止 に 触 れ る

こ と は な い 」 と し て い る （ 同 書 P . 1 0 6 5 ） 。  

し か し 、 同 書 も そ う い い な が ら 、 「 選 挙 運 動 」 の 定 義 の 内 容 か ら 、 「 立

候 補 準 備 行 為 」 や 「 選 挙 運 動 の 準 備 行 為 」 は 「 選 挙 運 動 」 に は 該 当 し な
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い と い う 論 理 的 な 説 明 は 、 で き て い な い 。  

第 １ 審 に お け る 毛 利 透 教 授 の 「 意 見 書 」 （ 2 0 2 2 年 8 月 1 日 。 以 下 、

「 毛 利 意 見 書 」 と い う ） も 、 こ の 問 題 点 を 指 摘 し 、 「 最 高 裁 の 定 義 を 漫 然 と

繰 り 返 し つ つ 、 そ れ に よ っ て あ た か も 選 挙 運 動 と そ の 準 備 行 為 と を 区 別

で き る か の よ う な 欺 瞞 的 態 度 を と り 続 け る べ き で は な い 」 と 同 書 を 批 判 し

て い る （ 同 意 見 書 P . ２ ・ ３ ） 。  

な お 、 こ の 点 に つ い て も 、 公 職 選 挙 法 に よ る 選 挙 運 動 制 約 の 違 憲 論 と

し て 後 述 す る 。  

 

1 . 5   「 立 候 補 準 備 行 為 」 等 と 「 選 挙 運 動 」 の 定 義  

し か し 、 『 逐 条 解 説 』 が 「 立 候 補 準 備 行 為 」 等 が 「 選 挙 運 動 」 に 該 当 し

な い 理 由 と し て 、 「 特 定 の 候 補 者 の 当 選 を 得 る た め に 選 挙 人 に 働 き か け

る 行 為 で は な 」 い と い う の で あ る な ら ば 、 端 的 に 、 「 選 挙 運 動 」 の 定 義

は 、 「 特 定 の 候 補 者 の 当 選 を 得 る た め に 選 挙 人 に 働 き か け る 行 為 」 と す

べ き で あ る 。   

「 直 接 又 は 間 接 に 必 要 か つ 有 利 な 行 為 」 な ど 、 ど こ ま で 境 界 が 広 が る

の か わ か ら な い よ う な 茫 漠 た る 定 義 は 、 罪 刑 法 定 主 義 の 観 点 か ら も 許 さ

れ な い 。 今 後 は 、 こ れ を 「 選 挙 運 動 」 の 定 義 か ら 削 除 す べ き で あ る 。  

 な お 、 同 書 は 、 「 買 収 罪 の 規 定 の よ う に 一 般 的 に 金 銭 そ の 他 不 正 の 利

益 を も っ て 選 挙 を 左 右 し よ う と す る 行 為 を 全 て 禁 止 し よ う と す る 法 意 の 規

定 に お い て は 、 選 挙 運 動 の 意 義 は 広 く 解 さ れ る べ き で あ 」 る と し て 、 上 の

定 義 が 「 ほ ぼ そ の ま ま 妥 当 す る も の と 解 さ れ る 」 と し て い る が 、 ご 都 合 主

義 も い い と こ ろ で あ り 、 そ の 場 逃 れ の 解 釈 と い え よ う 。  

こ の 点 で も 、 上 記 の 「 選 挙 運 動 」 の 定 義 が あ い ま い 、 不 明 確 か つ 恣 意 的
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な も の で あ る こ と を 示 し て い る も の と い え る 。  

 

第 ２  大 阪 高 裁 判 決 の 誤 り  

2 . 1  類 推 解 釈 の 禁 止 に 違 反 す る 大 阪 高 裁 判 決  

仮 に 、 上 に 述 べ た 『 逐 条 解 説 』 等 の 「 選 挙 運 動 」 の 定 義 を 前 提 と し て

も 、 大 阪 高 裁 判 決 は 、 ま ず 、 い か な る 事 実 認 定 に よ っ て 、 「 本 件 選 挙 は

が き の 宛 名 書 き を 含 む 依 頼 」 を 「 選 挙 運 動 」 と 認 定 し た の か 、 疑 問 で あ

る 。  

す な わ ち 、 同 判 決 は 、 「 本 件 選 挙 は が き の 宛 名 書 き を 含 む 依 頼 の 部 分

は 、 投 票 を 依 頼 す る の と 同 様 の 効 果 を 目 的 と し て 行 わ れ た 、 す な わ ち 得

票 依 頼 目 的 で 行 わ れ た 実 質 的 な 投 票 依 頼 行 為 で あ っ て 、 選 挙 運 動 に 該

当 」 す る と す る が 、 「 投 票 を 依 頼 す る の と 同 様 の 効 果 を 目 的 に す る 」 の

「 同 様 」 と い う の は ど う い う 意 味 か 。  

選 挙 は が き の 宛 名 書 き の 依 頼 が 「 投 票 を 依 頼 す る 」 も の で は な い と い

う こ と を 前 提 と し た う え で 、 同 様 の 結 果 を も た ら す と い う 意 味 か 。 そ う で あ

れ ば 、 明 ら か に 、 許 さ れ な い 「 類 推 解 釈 」 で あ る 。  

仮 に 、 「 選 挙 運 動 」 の 従 来 の 定 義 に 基 づ き 当 該 犯 罪 行 為 の 構 成 要 件 を

考 え た と し て も 、 そ の よ う な 構 成 要 件 に ど う い う 理 由 で 該 当 す る と い う の

か 、 甚 だ 、 不 可 解 な 判 決 と い え よ う 。  

 

2 . 2  選 挙 実 態 に 対 す る 認 識 を 欠 い た 大 阪 高 裁 判 決  

前 川 清 成 衆 議 院 議 員 （ 以 下 、 前 川 議 員 と い う ） は 、 ２ ０ ２ １ 年 の 衆 議 院 議

員 選 挙 （ 以 下 、 本 件 選 挙 と い う ） に 際 し て 、 そ の 立 候 補 の 届 け 出 前 に 、 ポ ス

タ ー や ボ ラ ン テ ィ ア 、 カ ン パ 、 選 挙 ハ ガ キ の 宛 名 書 き な ど の 協 力 依 頼 を し た



 

9  

こ と （ 以 下 、 本 件 行 為 と い う ） に つ い て 立 件 、 起 訴 さ れ た 。  

し か し 、 公 職 選 挙 法 に は 、 こ れ ら の 協 力 依 頼 （ 以 下 、 「 選 挙 ハ ガ キ な ど の

協 力 依 頼 」 と い う ） に 関 し て 明 文 の 規 定 は  い っ さ い 存 在 し な い 。 い つ 、 誰

に 、 ど の よ う な 協 力 依 頼 し た ら 選 挙 違 反 に な る の か 、 公 職 選 挙 法 に は ま っ

た く 書 か れ て い な い の で あ る 。  

に も か か わ ら ず 、 大 阪 高 裁 判 決 は 、 選 挙 ハ ガ キ な ど の 協 力 依 頼 に 関 し

て 、 「 推 薦 依 頼 を す れ ば こ れ に 応 じ て く れ る と 相 当 程 度 期 待 で き る よ う な

人 的 関 係 が 被 告 人 と の 間 で 築 か れ て い る 者 」 に 対 し て で あ れ ば 事 前 運 動

に 該 当 し な い が 、 そ う で は な い 者 に 対 す る 協 力 依 頼 は 上 述 の よ う に 「 投

票 を 依 頼 す る の と 同 様 の 効 果 を 目 的 」 と し て 、 「 選 挙 運 動 に 当 た る 」 と 判

示 し た （ 第 ２ 、 ３ 【 ５ 頁 以 下 】 。 以 下 、 「 大 阪 高 裁 ル ー ル 」 と い う ） 。  

し か し 、 大 阪 高 裁 ル ー ル は 、 選 挙 の 実 務 、 と り わ け 選 挙 ハ ガ キ の 実 務

を 無 視 し た も の で あ り 、 そ の よ う な 解 釈 は 、 根 拠 に 乏 し い も の と い わ ざ る

を 得 な い 。  

推 薦 人 の 記 載 の あ る 選 挙 ハ ガ キ （ 推 薦 人 が 自 ら の 名 前 を 書 き 入 れ る  

と と も に 、 そ の 友 人 、 知 人 宛 に 発 送 す る 選 挙 ハ ガ キ 。 以 下 、 「 推 薦 ハ ガ

キ 」 と い う ） の 方 が 推 薦 人 の 記 載 の な い 選 挙 ハ ガ キ よ り も 、 選 挙 人 へ 訴 求

力 が 大 き い の で 、 ど の 候 補 者 、 陣 営 も 、 で き る 限 り 多 く の 推 薦 ハ ガ キ を 確

保 し て 、 発 送 し よ う と す る の が 実 態 で あ る （ 1 審 で の 鳥 嶋 証 人 尋 問 調 書

P . 2 0 ） 。  

本 件 に お い て も 、 同 様 で あ り 、 前 川 議 員 の 行 っ た 選 挙 ハ ガ キ の 協 力 依

頼 は 、 「 投 票 を 依 頼 す る の と 同 様 の 効 果 を 目 的 」 と し て で は な く 、 「 推 薦

ハ ガ キ を １ 枚 で も 多 く 獲 得 し た い と い う 目 的 」 の た め の 行 為 で あ る 。  

同 判 決 の い う よ う に 「 推 薦 依 頼 を す れ ば こ れ に 応 じ て く れ る と 相 当 程 度
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期 待 で き る よ う な 人 的 関 係 」 を 築 い た 人 た ち だ け で な く 、 実 際 の 活 動 で

は 、 も っ と 広 い 範 囲 の 人 た ち に 対 し て 協 力 依 頼 が 行 わ れ て い る 。  

た と え 届 出 前 で あ っ た と し て も 、 選 挙 ハ ガ キ な ど の 協 力 依 頼 は 事 前 運

動 で は な く 、 準 備 行 為 と し て 許 容 さ れ る と 理 解 さ れ て い る か ら で あ る （ 同

上 川 端 証 人 尋 問 調 書 P . 2 6 、 鳥 嶋 証 人 尋 問 調 書 P . 2 0 ） 。  

同 判 決 の い う 「 推 薦 依 頼 を す れ ば こ れ に 応 じ て く れ る と 相 当 程 度 期 待

で き る よ う な 人 的 関 係 」 と い う 判 断 基 準 は 、 こ れ ま で 、 被 告 側 も 、 主 張 し

て き た よ う に 、 極 め て あ い ま い で 恣 意 的 な 基 準 で あ る 。  

ま た 、 大 阪 高 裁 ル ー ル の よ う な 基 準 で は 、 選 挙 ハ ガ キ の 宛 名 書 き の 協

力 依 頼 は 極 め て 限 ら れ た 人 た ち に し か 行 え な い こ と に な り 、 そ の 結 果 、

巨 大 な 組 織 に 丸 抱 え さ れ た 候 補 者 を 除 い て 公 職 選 挙 法 が 許 容 す る 枚 数

の 選 挙 ハ ガ キ 、 特 に 推 薦 ハ ガ キ を 発 送 す る こ と が 不 可 能 に な り 、 選 挙 実

務 は 大 き く 混 乱 す る と と も に 、 選 挙 の 公 平 性 を 著 し く 損 な う こ と に な る 。  

旧 自 治 省 は 、 1 9 6 8 年 ６ 月 ２ 日 、 滋 賀 県 選 挙 管 理 委 員 会 に 対 し て 、 公

示 日 前 に 不 特 定 多 数 の 選 挙 人 に 対 し て 選 挙 ハ ガ キ を 送 付 し て 宛 名 書 き

を 依 頼 す る こ と は 事 前 運 動 に 該 当 す る 回 答 し て い る （ 以 下 、 「 旧 自 治 省

電 話 回 答 」 と い う ） 。 旧 自 治 省 電 話 回 答 は 「 不 特 定 多 数 の 者 へ の 宛 名 書

き 依 頼 は 事 前 運 動 だ 」 と コ メ ン ト し て い る が 、 「 不 特 定 多 数 」 の 意 味 に つ

い て 、 旧 自 治 省 や 総 務 省 に よ る 解 説 は 管 見 の 限 り 存 在 し な い （ 同 上 鳥 嶋

証 人 尋 問 調 書 P . 2 2 以 下 、 川 端 証 人 尋 問 調 書 P . 2 8 参 照  ） 。  

そ の よ う な 状 況 下 で 、 大 阪 高 裁 は 、 「 不 特 定 多 数 」 を 広 く 解 し 、 「 事 前

運 動 に 」 該 当 す る と 決 め つ け た の で あ る が 、 本 件 の 送 付 先 は 、 か つ て も

前 川 議 員 か ら 郵 便 を 送 っ て 届 い て い る 人 た ち で あ り 、 ど こ に 住 む 、 誰 か

も 分 か っ て い る こ と か ら い え ば 、 日 本 語 の 普 通 の 意 味 と し て 「 不 特 定 」 と   
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は い え る の か 疑 問 で あ る 。  

ま た 、 前 川 議 員 が 起 訴 さ れ て い る ３ ５ 名 を も っ て 「 多 数 」 と い え る の

か に つ い て も 、 上 述 し た よ う な 罪 刑 法 定 主 義 か ら い っ て 疑 問 が あ る 。  

さ ら に 、 大 阪 高 裁 判 決 は 、 選 挙 は が き の 宛 名 書 き の 作 業 は 、 「 将 来 発

送 す る た め の 準 備 と い っ て も 、 機 械 的 な 作 業 で あ っ て 被 告 人 自 身 や そ の

運 動 員 が 行 う こ と も で き る も の で あ る と こ ろ 、 こ れ を 支 持 者 又 は 支 援 者 の

名 簿 で は な い 名 簿 の 登 載 者 に 無 差 別 に 依 頼 し て も 応 じ て も ら え る 可 能 性

は 低 く 、 依 頼 作 業 に 要 す る 労 力 を 上 回 る 効 果 は 到 底 期 待 で き な い 」 の で 、

「 選 挙 運 動 の 準 備 行 為 と は い え な い 」 と す る 。  

し か し 、 依 頼 に 応 じ て も ら う 可 能 性 が 低 い か ら 、 「 選 挙 運 動 の 準 備 行 為

と は い え な い 」 と 決 め つ け る こ と は 、 公 職 選 挙 法 で 許 さ れ る と さ れ る 「 選 挙

運 動 の 準 備 行 為 」 の 解 釈 を 明 ら か に 誤 っ て い る 。 大 阪 高 裁 判 決 は 、 「 推

薦 依 頼 を す れ ば こ れ に 応 じ て く れ る と 相 当 程 度 期 待 で き る よ う な 人 的 関

係 」 と い う が 、 そ の よ う な 人 た ち で あ っ て も 、 全 員 が 「 依 頼 に 応 じ て く れ る 」

わ け で は な い 。 上 に 述 べ た よ う に 、 「 相 当 程 度 期 待 で き る 」 と い う よ う な 曖

昧 模 糊 と し た 恣 意 的 判 断 で 、 「 事 前 運 動 」 を 認 定 し 、 一 人 の 政 治 家 の 「 生

命 」 を 断 つ こ と は 決 し て 許 さ れ る こ と で は な い 。  

政 治 家 は あ ら ゆ る 機 会 を 利 用 し て 、 名 簿 を 増 や そ う と 努 め て い る 。 名 刺

交 換 し た だ け の 人 は も ち ろ ん 、 支 援 者 や 業 界 団 体 、 労 働 組 合 、 同 じ 政 党

に 所 属 す る 政 治 家 が 提 供 し て く れ た 名 簿 に 記 載 さ れ た 人 た ち も そ の 都 度

登 載 さ れ て い く 。 し た が っ て 、 政 治 家 の 名 簿 に は 、 政 治 家 と 直 接 面 識 の

な い 者 も 多 数 登 載 さ れ て い る （ 同 上 鳥 嶋 証 人 尋 問 調 書 P . 2 7  ） 。  

ど の よ う な 名 簿 な ら い わ ゆ る 「 耕 し た 名 簿 」 に 基 づ く 適 法 な 準 備 行 為 か 、

ど の よ う な 名 簿 な ら ま だ 「 耕 し て い な い 名 簿 」 だ か ら 「 事 前 運 動 」 に 該 当
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す る か 、 明 確 に 区 別 す る こ と は 困 難 で あ り 、 こ れ を も っ て 、 準 備 行 為 か 、

「 事 前 運 動 」 か を 区 別 す る 基 準 と す る こ と は で き な い 。  

毛 利 意 見 書 が 指 摘 す る と お り 、 「 立 候 補 予 定 者 は 、 で き る だ け 多 く の

人 々 に 自 分 の 選 挙 を 手 伝 っ て も ら い た い と 思 う は ず で あ り 、 し た が っ て 準

備 行 為 と し て 選 挙 応 援 へ の 参 加 の 呼 び か け を 行 う こ と に な る 。 ま さ に 、 こ

の よ う な 呼 び か け は 、 自 分 の た め に 行 動 し て く れ る 者 を 増 や し 、 来 た る 選

挙 で  運 動 を 有 利 に 進 め る た め に 当 然 認 め ら れ る べ き 政 治 活 動 で あ る 。 あ

る 候 補 者 の 選 挙 を 手 伝 う 人 々 の 『 内 部 』 は 、 最 初 か ら 固 定 さ れ た も の と し

て 存 在 す る の で は な い 。 む し ろ 、 何 ら か の 意 味 で 『 内 部 』 に 属 す る と い え

る 人 々 、 そ の 意 味 で の 「 支 援 者 ・ 後 援 者 」 を 恒 常 的 に 拡 大 し よ う と す る こ

と こ そ 、 政 治 活 動 の 神 髄 な の で あ る 」 。   

そ し て 、 「 選 挙 運 動 準 備 行 為 が 許 さ れ る 『 内 部 』 あ る い は 『 支 援 者 ・ 後

援 者 』 を 固 定 さ れ た 範 囲 の 人 々 と 捉 え 、 そ れ 以 外 の 人 々 へ の 選 挙 に 関 す

る 働 き か け は 禁 じ ら れ た 事 前 運 動 に あ た る と い う よ う な 解 釈 は 、 政 治 活 動

の 自 由 の 重 要 性 を 無 視 し た 、 憲 法 上 認 め ら れ な い も の だ と い う こ と に な る 。

つ ま り 、 事 前 運 動 禁 止 を 憲 法 適 合 的 に 解 釈 す る な ら ば 、 選 挙 運 動 期 間 に

自 分 の 選 挙 を 応 援 し て く れ る 人 々 を あ ら か じ め 増 や そ う と す る 行 為 は 、 で

き る だ け 広 く 許 容 し な け れ ば な ら な い 」 も の で あ る （ 同 意 見 書 P . 1 0 ） 。  

以 上 の 点 で 、 大 阪 高 裁 判 決 は 重 大 な 誤 り を 犯 し て お り 、 前 川 議 員 は 無

罪 で あ る 。  

 

第 ３  「 選 挙 運 動 」 規 制 等 の 違 憲  

 3 . 1  民 主 主 義 国 家 に お け る 「 選 挙 運 動 」 の 重 要 性  

そ も そ も 、 民 主 主 義 と 国 民 主 権 の 原 理 の 下 に お い て 、 選 挙 は 、 単
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に 政 党 や 立 候 補 者 の み が 選 挙 運 動 を 行 い 、 選 挙 人 は そ れ を 見 て 投 票

す る と い う こ と だ け に と ど ま る も の で は な い 。  

主 権 者 と し て の 国 民 ・ 住 民 が そ の 意 思 を 政 治 に 反 映 す る 最 も 重 要

な 機 会 と し て 、 立 候 補 か ら 選 挙 運 動 、 投 票 、 開 票 に 至 る 一 連 の 選 挙

活 動 の 過 程 全 体 に お い て 、 情 報 の 提 供 や 徹 底 し た 討 論 の 機 会 を 保 障

し た う え で 、 全 て の 国 民 ・ 住 民 に よ っ て 積 極 的 に 担 わ れ る べ き も の で

あ る 。 こ の 点 、 現 行 の 公 職 選 挙 法 に は 、 国 民 ・ 住 民 に よ る 活 発 な 民

主 主 義 的 討 論 の 場 と し て 、 選 挙 と い う 機 会 を 活 用 し て い く と い う 基

本 的 な 考 え 方 が 欠 落 し 、 た だ 、 選 挙 が 事 務 的 に 混 乱 さ え な く 終 わ れ

ば い い と い う 管 理 者 的 発 想 に 偏 っ て い る 。  

ま た 、 い う ま で も な く 、 主 権 者 で あ る 国 民 ・ 住 民 が 選 挙 に お い て

適 切 な 選 択 を 行 う た め に は 、 候 補 者 や 政 党 の 政 策 、 主 張 等 を 十 分 知

る こ と が 必 要 で あ る 。 「 選 挙 運 動 」 は 、 こ れ ら の 情 報 を 提 供 す る 重

要 な 役 割 を 担 う も の で あ り 、 本 来 、 自 由 か つ 活 発 、 さ ら に は 「 楽 し

く 」 行 わ れ る 必 要 が あ る 。 こ の 点 に お い て も 、 現 行 の 公 職 選 挙 法 の

も と で は 、 「 選 挙 運 動 」 は 公 示 ・ 告 示 の 日 か ら 投 票 日 の 前 日 ま で し

か 許 さ れ ず （ 選 挙 運 動 期 間 ）、 そ れ 以 前 は 「 事 前 運 動 」 と し て 刑 罰

の 対 象 と な り 、 選 挙 事 務 所 、 自 動 車 、 演 説 会 、 連 呼 行 為 等 が 細 か く
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規 制 さ れ る と と も に 、 戸 別 訪 問 、 第 三 者 に よ る 立 会 演 説 会 、 署 名 活

動 、 人 気 投 票 の 発 表 等 が 禁 止 さ れ て い る 。 特 に 、 文 書 図 画 に よ る 選

挙 運 動 に つ い て は 、 原 則 禁 止 と も い う べ き 厳 し い 規 制 が 行 わ れ 、 近

年 、 マ ニ フ ェ ス ト の 頒 布 や イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た 選 挙 運 動 が 一

部 認 め ら れ た が 、 な お 、 全 面 的 な 規 制 の 撤 廃 に は 至 っ て い な い 。  

ま た 、 日 常 の 「 政 治 活 動 」 に つ い て の 規 制 と し て 、 候 補 者 等 の 氏

名 、 写 真 等 を 表 示 す る 文 書 図 画 等 は 一 定 の も の を 除 い て 掲 示 で き な

い と さ れ る と と も に 、 あ い さ つ 状 等 も 禁 止 さ れ て い る 。 選 挙 運 動 期

間 中 は 、 さ ら に 、 「 選 挙 運 動 」 の 規 制 と 同 様 に 、 一 定 の 政 治 活 動 を 禁

止 す る な ど 、 日 本 の 民 主 政 治 そ の も の を 阻 害 し て い る と い っ て も 過

言 で は な い 。  

こ れ に 対 し て 、 多 く の 欧 米 諸 国 で は 、 「 選 挙 運 動 」 は 、 政 党 や 候

補 者 が 自 ら の 政 策 等 を 選 挙 民 に 伝 え 、 選 挙 民 が こ れ を 知 る た め の 重

要 な 手 段 と し て 原 則 自 由 で あ る 。  

わ が 国 に お い て も か つ て 選 挙 運 動 は 基 本 的 に 自 由 で あ っ た が 、

1 9 2 5 年 の 普 通 選 挙 （ 男 子 の み ）の 実 現 を 契 機 に 、 治 安 維 持 法 と 抱 き

合 わ せ で 全 面 的 に 選 挙 運 動 等 が 規 制 さ れ る こ と と な り 今 日 に 至 っ て

い る 。 戦 後 、 基 本 的 人 権 を 定 め た 日 本 国 憲 法 が 制 定 さ れ 、 民 主 主 義
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の 国 民 主 権 国 家 に 生 ま れ 変 わ っ た に も か か わ ら ず 、 選 挙 運 動 の 自 由

は 規 制 さ れ 続 け て い る の で あ る 。 わ が 国 の こ の よ う な 厳 し い 選 挙 運

動 規 制 に つ い て は 、 以 下 の と お り 、 憲 法 違 反 と 考 え ら れ る 。  

（ 以 上 、 選 挙 市 民 審 議 会 答 申 P . 1 9 参 照 ）  

 

3 . 2 表 現 の 自 由 と 「 選 挙 運 動 規 制 」  

3 . 2 . 1 表 現 の 自 由  

憲 法 2 1 条 の 規 定 は 、 「 政 治 的 行 為 」 と し て の 「 選 挙 運 動 」 等 の 自 由 を

も 保 障 し た も の と 解 さ れ て い る 1 。 憲 法 2 1 条 が 保 障 す る 表 現 の 自 由

は 、「 民 主 主 義 国 家 の 政 治 的 基 盤 を な し 、 国 民 の 基 本 的 人 権 の う ち で

も と り わ け 重 要 な も の で あ り 、 法 律 に よ つ て も み だ り に 制 限 す る こ

と が で き な い 」 2 。  

に も か か わ ら ず 、 最 高 裁 判 決 は 、 従 来 か ら 、 公 職 選 挙 法 に よ る 選 挙

運 動 等 の 規 制 を 合 憲 と し て き た 。 た と え ば 、 文 書 図 画 に つ い て 、 公 職 選

挙 法 は そ の 「 無 制 限 の 頒 布 、 掲 示 を 認 め る と き は 、 選 挙 運 動 に 不 当 の

競 争 を 招 き 、 こ れ が 為 、 却 つ て 選 挙 の 自 由 公 正 を 害 し 、 そ の 公 明 を 保 持

し 難 い 結 果 を 来 た す お そ れ が あ る と 認 め て 」 、 「 か か る 弊 害 を 防 止 す る 為 、

選 挙 運 動 期 間 中 を 限 り 、 文 書 図 画 の 頒 布 、 掲 示 に つ き 一 定 の 規 制 を し

 
1  昭 和 4 9 年 1 1 月 ６ 日 、 最 高 裁 大 法 廷 「 国 家 公 務 員 法 違 反 被 告 事 件

（ い わ ゆ る 猿 払 事 件 ） 」 判 決  
2  同 上 最 高 裁 判 決 。 た だ し 、 同 判 決 は 、 そ の 「 禁 止 が 表 現 の 自 由 に 対

す る 合 理 的 で 必 要 や む を え な い 制 限 で あ る と 解 さ れ 、 か つ 、 刑 罰 を

違 憲 と す る 特 別 の 事 情 が な い 限 り 、 立 法 機 関 の 裁 量 に よ り 決 定 さ れ

た と こ ろ の も の は 、 尊 重 さ れ な け れ ば な ら な い 」 と す る 。  



 

16  

た 」 も の で あ り 、 「 こ の 程 度 の 規 制 は 、 公 共 の 福 祉 の た め 、 憲 法 上 許 さ

れ た 必 要 且 つ 合 理 的 の 制 限 」 で あ る と し た 3 。  

し か し 、 憲 法 2 1 条 が 保 障 す る 表 現 の 自 由 は 、 最 高 裁 自 ら も 認 め る

よ う に 、 「 民 主 主 義 国 家 の 政 治 的 基 盤 を な し 、 国 民 の 基 本 的 人 権 の う

ち で も と り わ け 重 要 な も の で あ り 、 法 律 に よ つ て も み だ り に 制 限 す る こ

と が で き な い 」 も の で あ る 3 。 ま た 、 1 9 8 2 年 3 月 2 3 日 の 最 高 裁 判 決

の 中 で 伊 藤 正 巳 裁 判 官 が 補 足 意 見 で 述 べ て い る よ う に 、 同 判 決 は 、

「 文 書 図 画 に よ る 選 挙 運 動 を 広 く 認 め る こ と の も た ら す 弊 害 に つ い て 、

必 ず し も 具 体 的 な 指 摘 を し て お ら ず 、 説 得 力 が 多 少 と も 不 十 分 で あ る

4 」 。 残 念 な が ら 、 こ う 述 べ た 伊 藤 裁 判 官 自 身 も 、 結 局 、 結 論 と し て 、 国 会

の 裁 量 権 を 理 由 に 選 挙 運 動 の 規 制 を 合 憲 と し た 。  

 

3 . 2 . 2  最 判 昭 和 4 4 年 4 月 2 3 日 の 問 題 点  

１ ９ ６ ９ （ 昭 和 4 4 ） 年 4 月 2 3 日 の 判 決 で 、 最 高 裁 は 、 事 前 運 動 禁

止 の 合 憲 性 を 認 め た 。 し か し 、 上 記 の 毛 利 意 見 書 は 、 こ の 判 示 は 、

「 『 常 時 選 挙 運 動 を 行 な う こ と を 許 容 す る と き 』 と し て 、 運 動 の 時 期 的 規

制 が ま っ た く な い 状 態 を 想 定 し 、 そ れ で は 弊 害 が 起 こ る か ら と い う だ け

で 、 現 行 法 上 の 事 前 運 動 禁 止 を 全 面 的 に 合 憲 と す る も の で あ り 、 極 め

 
3  昭 和 3 0 年 ４ 月 ６ 日 、 最 高 裁 大 法 廷 「 公 職 選 挙 法 違 反 被 告 事 件 」

判 決  
4  同 5 7 年 ３ 月 2 3 日 、 最 高 裁 第 ３ 小 法 廷 「 公 職 選 挙 法 違 反 被 告 事

件 」 判 決 に お け る 伊 藤 正 巳 裁 判 官 補 足 意 見  
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て ゆ る や か な 審 査 し か し て い な い と 言 わ ざ る を 得 な い 。 つ ま り 、 事 前 運

動 の 禁 止 が 政 治 活 動 の 自 由 に 対 す る 必 要 最 小 限 度 の 制 約 と な っ て い

る か ど う か を 審 査 す る と い う 姿 勢 を ま っ た く 欠 い て 」 お り 、 「 こ の よ う な

審 査 は 、 民 主 主 義 国 家 に お け る 表 現 の 自 由 の 重 要 性 に ま っ た く 対 応 し

て い な い 」 と 批 判 し て い る 。  

さ ら に 、 同 意 見 書 は 、  「 弊 害 の 認 定 も 、  抽 象 的 な 『 お そ れ 』 に と ど

ま っ て い る 。  判 決 は 、 『 常 時 選 挙 活 動 を 行 な う 』  よ う に な る と 、 『 不

当 、 無 用 な 競 争 』  を 招 く と い う が 、 そ も そ も 、 政 治 的 な 競 争 は 基 本 的 に

望 ま し い は ず で あ る 。 選 挙 が 近 く な く て も 、 政 党 間 な ど で は 常 に 民 意 獲

得 を 目 指 し た 競 争 が 行 わ れ て お り 、 選 挙 運 動 を 認 め る と 、 ど う し て  『 不

当 、 無 用 』  な 競 争 が は び こ り 、 不 正 行 為 が 増 大 す る こ と に な る の か 、

理 解 困 難 で あ る 」 と 批 判 し て い る （ 同 P . 4 ） 。   

  近 年 、 憲 法 の 合 憲 ・ 違 憲 判 断 を め ぐ る 研 究 が 進 展 し 、 最 高 裁 も 、

毛 利 意 見 書 が 指 摘 す る よ う に 、 堀 越 事 件 最 高 裁 判 決 （ 2 0 1 2 年 1 2 月 7

日 ） に 代 表 さ れ る よ う に 、 「 表 現 の 自 由 制 約 の 合 憲 性 審 査 に お い て 、

そ の 重 要 性 を 十 分 認 識 し た う え で 、 制 約 の 必 要 最 小 限 度 性 を 実 質 的

に 判 断 す る 姿 勢 を 明 確 に し て い る 」 。 し た が っ て 、 「 1 9 6 9 年 判 決 の

論 旨 の 説 得 力 は も は や 皆 無 で あ り 、 そ の 判 例 と し て の 権 威 も 失 わ れ

て い る 」 の で あ る か ら 、 こ の 際 、 判 例 を 変 更 し て 、 説 得 力 あ る 基 準

を 示 す か 、 そ れ が 出 来 な け れ ば 、 公 職 選 挙 法 に よ る 「 選 挙 運 動 規 制 」

そ の も の を 違 憲 と す べ き で あ る 。  
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3 . 3   憲 法 3 1 条 の 「 罪 刑 法 定 主 義 」 と 予 見 可 能 性  

3 . 3 . 1    憲 法 3 1 条 の 「 罪 刑 法 定 主 義 」  

日 本 国 憲 法  3 1 条 の 規 定 は 、 手 続 面 に お け る 適 正 だ け で な く 、

「 罪 刑 法 定 主 義 」 を も 保 障 し た も の と 解 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ど

の よ う な 行 為 が 処 罰 さ れ 、 ど の よ う な 刑 罰 が 加 え ら れ る か は 、 そ の

行 為 前 の 法 律 に よ っ て 明 確 に 定 め ら れ て い な け れ ば な ら な い 。 違 反 に

対 し て 刑 罰 を 科 す 法 律 は 、 そ の 規 制 が 合 理 的 な も の と 認 め ら れ な け

れ ば 、 違 憲 で あ り 、 無 効 で あ る 。 最 高 裁 は 、 た と え ば 、 戸 別 訪 問 、

事 前 運 動 等 の 違 反 が 問 わ れ た 事 件 に お い て 、「憲法 3 1 条 に 違 反 し な

い こ と は 」 、 1 9 6 9 年 4 月 2 3 日 の 大 法 廷 判 決 の 「 趣 旨 に 徴 し 明 ら か

で あ る 」 と い う 5 の み で 、 明 確 な 基 準 の 下 に 説 得 力 の あ る 論 証 を 行

っ て い な い 。  

 

3 . 3 . 2    警 察 及 び 検 察 関 係 者 の 証 言  

そ の 取 締 り に 当 た る 警 察 当 局 や 検 察 官 で す ら 、 古 く か ら 、 公 職 選 挙 法

の 選 挙 規 制 に つ い て 疑 問 を い だ き 、 た と え ば 、 昭 和 3 7 年 3 月 2 3 日 の

衆 議 院 の 公 職 選 挙 法 改 正 に 関 す る 調 査 特 別 委 員 会 に お い て 、「 今 の 抽

象 的 な ― 特 定 な 選 挙 に お い て 特 定 の 候 補 者 を 当 選 せ し め る 目 的 、 あ る

い は 落 選 せ し め る 目 的 を も っ て す る 一 切 の 行 為 云 々 、 非 常 に 抽 象 的 で

 
5  平 成 1 4 年 9 月 1 0 日 、 最 高 裁 小 法 廷 「 公 職 選 挙 法 違 反 被 告 事

件 」 判 決 等  
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あ り か つ 広 範 な 概 念 規 定 で は 、 政 党 の 日 常 の 政 治 活 動 あ る い は 個 々 の

立 候 補 者 の 政 治 家 と し て の 日 常 政 治 活 動 と 、 い わ ゆ る 事 前 の 選 挙 運 動

と い う も の の 限 界 が 、 現 実 に ど こ で 線 を 引 い た ら い い か と い う こ と に

な る と 、 こ れ は き わ め て 困 難 な 問 題 で は な い か と 思 う わ け で あ り ま す

が 、 そ の 点 に つ い て 、 法 務 省 な り 警 察 庁 当 局 で は 、 こ の 事 前 運 動 と 、

い わ ゆ る 政 治 活 動 と の 限 界 を 具 体 的 に ど の よ う に 理 解 し て お ら れ る

か 」 と の 坪 野 米 男 議 員 の 質 問 に 対 し 、 当 時 の 新 井 警 察 庁 刑 事 局 長 は 、

「 御 指 摘 の よ う に 、 私 ど も も 、 公 職 選 挙 法 に 、 選 挙 運 動 と は 何 を さ す

と か い う こ と が ご ざ い ま せ ん た め に 、 非 常 に 解 釈 に 困 難 を 感 じ て お り

ま す 。 従 い ま し て 、 御 指 摘 の 、 政 治 活 動 と 選 挙 運 動 は ど こ が 違 う か 、

こ う い う こ と に な り ま す と 、 社 会 的 に 言 え ば 私 は お そ ら く 全 く 同 じ で

あ ろ う と 思 い ま す 。 た だ 、 今 選 挙 局 長 か ら お 話 が あ り ま し た よ う に 、

特 定 の 選 挙 と い う も の が あ り 、 特 定 の 候 補 者 と い う も の が わ か る よ う

な 運 動 に な れ ば 、 選 挙 の 事 前 運 動 で あ る 、 そ う で な く 、 選 挙 を 目 ざ さ

な い で 政 治 的 な 所 見 を 表 明 し て 政 治 的 な 啓 蒙 を し て い る と い う こ と で

あ れ ば 、 政 治 活 動 で あ る 、 こ う い う ふ う に 抽 象 的 に 理 解 す る よ り ほ か

ご ざ い ま せ ん 。 個 々 の 事 例 に つ き ま し て は 、 そ の た び に わ れ わ れ は 非

常 に 困 難 を し て 判 定 い た し て お り ま す 。 そ れ か ら 、 先 ほ ど お 言 葉 の 中

に あ り ま し た け れ ど も 、 私 ど も は 別 に 公 職 選 挙 法 を 拡 大 し て 解 釈 し よ

う と は 全 く 思 っ て お ら な い の で あ り ま す が 、 公 職 選 挙 法 と い う 法 律 の

各 条 文 を ご ら ん に な り ま す と お わ か り に な り ま す よ う に 、 き わ め て 一

般 的 な 事 前 運 動 の 禁 止 と い う 大 ざ っ ぱ な 規 定 が あ る か と 思 い ま す と 、

ポ ス タ ー は こ う い う 型 で 、 こ う い う 枚 数 だ と い う よ う に 、 非 常 に は っ

き り し た も の が ご ざ い ま し て 、 こ れ が 突 き ま ざ り ま す と 、 個 々 の 事 例
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に つ い て は 、 わ れ わ れ が 見 て も 非 常 識 だ と 思 わ ざ る を 得 な い よ う な 解

釈 を し な け れ ば な ら な い よ う な 、 そ う い う 機 構 、 仕 組 み に な っ て お り

ま し て 、 私 が も し 個 人 的 な 意 見 を 許 さ れ る な ら ば 、 公 職 選 挙 法 と い う

も の は 、 こ ん な 長 た ら し い 法 律 で あ る 必 要 は な い と 思 い ま す 。 こ と

に 、 言 論 、 文 書 を も っ て 戦 う の は 当 然 と い う こ と で あ り な が ら 、 ポ ス

タ ー の 枚 数 を 制 限 し た り 、 演 説 会 の 回 数 を 制 限 し て お る と い う こ と

は 、 私 ど も は 取 り 締 ま り を す る た び ご と に 非 常 に 苦 痛 を 感 じ て お る の

で あ り ま す 。」 と 答 弁 し て い る 6 。  

ま た 、 「 三 十 年 間 の 検 察 官 生 活 の 中 で 数 多 く の 公 職 選 挙 法 違 反 事 件 を

取 り 扱 っ た 」 出 射 義 夫 氏 も 、 「 刑 法 は 犯 人 の マ グ ナ カ ル タ で あ る と い わ れ

る 。 選 挙 法 は 選 挙 運 動 の 規 正 ( 統 制 ) で あ る と 同 時 に 、 候 補 者 に と っ て は

マ グ ナ カ ル タ ( 保 障 ) で な け れ ば な ら な い の で あ る が 、 従 来 の 解 釈 は 罪 刑

法 定 主 義 の 原 則 を 軽 視 す る 傾 向 が 強 い 。 そ の た め 選 挙 運 動 が 殆 ん ど 全 て

違 反 に 見 え る の で あ り 、 運 動 す る 側 に 立 っ て み る と 、 確 実 に 合 法 の 線 を 守

ろ う と す る と 手 も 足 も 出 な い 。 真 面 目 な 法 律 家 が 事 務 長 に な る と 落 選 必 至

と い わ れ る ゆ え ん で あ る 。 こ れ で は 選 挙 法 は マ グ ナ カ ル タ と し て の 機 能 を

発 揮 し て い な い 」 と 指 摘 し た 。  

そ し て 、 同 氏 は 、 「 公 選 法 は 選 挙 管 理 委 員 会 で 所 管 し 、 警 察 、 検 察 庁 、

裁 判 所 で そ の 解 釈 と 執 行 に あ た る の で あ る が 、 私 は 屡 々 真 面 目 な 意 味 で

事 前 に 問 合 わ せ を 受 け た こ と が あ る が 、 自 信 を も っ て 確 答 を 与 え る こ と を

し な か っ た 。 そ れ ほ ど 現 在 の 選 挙 法 の 規 定 や 解 釈 は 国 民 に 予 知 す る 機 能

を 失 っ て  い る の で あ る 」 と 述 べ て い る 7 。  

 
6  昭 和 3 7 年 3 月 2 3 日 、 衆 議 院 ・ 公 職 選 挙 法 改 正 に 関 す る 特 別 委

員 会  
7  同 氏 「 公 職 選 挙 法 違 反 に お け る 罪 刑 法 定 主 義 」 （ ジ ュ リ ス ト 、 1 9 6 6
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冒 頭 に 申 し 述 べ た と お り 、 筆 者 も 、 自 治 省 選 挙 部 長 と し て 選 挙 制 度 を 担

当 し た が 、 当 時 、 実 際 に は 何 が 選 挙 運 動 等 に あ た る の か 、 ハ ッ キ リ し な い

こ と が 多 く て 困 っ た 経 験 を 有 し て い る 。 総 務 省 の 人 事 当 局 も 選 挙 担 当 職 員

に 専 門 的 知 識 が 必 要 で あ る こ と は 分 か っ て い る た め 、 若 い 時 か ら 専 門 職 と

し て 育 て る よ う な 人 事 を 心 掛 け て い る と 思 う が 、 若 い 時 分 か ら 携 わ り 、 選 挙

制 度 、 公 職 選 挙 法 に 殆 ど 特 化 し て 仕 事 を し て い る 職 員 で す ら 、 公 職 選 挙

法 の 解 釈 を 問 わ れ た と き に 常 に 即 答 で き る か と 言 え ば 、 そ う で は な い 。 公

職 選 挙 法 の 規 定 が き わ め て あ い ま い で あ る と い う こ と も 即 答 で き な い 理 由

で あ る 。 選 挙 部 長 に は 、 国 会 議 員 な ど 選 挙 に 立 っ た 方 か ら 直 接 、 問 い 合

わ せ も あ る が 、 部 内 で 十 分 検 討 し た 上 で 、 時 間 を お い て 回 答 す る の が 通

常 で あ っ た 。 即 答 す る と 、 い く ら ベ テ ラ ン で あ っ て も 間 違 う こ と も 少 な く な

い か ら で あ る 。  

 

お わ り に  

以 上 、 る る 述 べ て き た よ う に 、 現 行 公 職 選 挙 法 は 、 最 も 重 要 な 表 現 の 自 由 で

あ る 選 挙 運 動 と そ の 他 の 政 治 活 動 の 自 由 を 侵 害 し 、 罪 刑 法 定 主 義 か ら の 要 請

で あ る 明 確 性 の 原 則 に 反 す る と と も に 、 行 政 と 司 法 に よ る 恣 意 的 な 運 用 を 招 来

し 、 そ の 結 果 、 選 挙 運 動 と 政 治 活 動 を 委 縮 さ せ 、 近 年 の 投 票 率 の 低 下 や 政 治

へ の 無 関 心 の 一 因 と も な り 、 新 人 の 当 選 を 困 難 に し て 、 わ が 国 の 民 主 主 義 と 地

方 自 治 の 進 展 を 妨 げ る も の と な っ て い る 。  

 

年 1 1 月 1 5 日 号 ( N o . 3 5 8 ) P . 1 2 0 。  
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こ の 解 決 の た め の 最 高 裁 の 英 断 を 切 に 望 み た い 。
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